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春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
三
）

│　
釋
音
の
比
較
に
よ
る
検
討
と
宋
版
と
の
相
違
点　
│

佐
々
木　
　
　

勇

（
受
理
日
二
〇
一
七
年
十
月
四
日
）

一
、
本
稿
の
目
的
・
対
象
資
料
と
研
究
方
法

　

本
稿
は
、本
誌
前
々
号
・
前
号（「
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
」第
二
部
第
64
号
・

同
第
65
号
、二
〇
一
五
年
十
二
月
・
二
〇
一
六
年
十
二
月
）
掲
載
の
佐
々
木 

勇
「
春
日
版
『
五

部
大
乗
経
』
の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
一
）　―

刻
記
の
比
較
に
よ
る
検
討―

」・
同

「
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
（
二
）　―

本
文
の
比
較
に
よ
る

検
討―

」（
以
下
、
合
わ
せ
て
前
稿
と
呼
ぶ
）
に
つ
づ
く
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
も
っ
て
完

結
す
る
。

　

前
稿
に
お
い
て
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
、
そ
の
調
査
結
果
を
述
べ
た
。

Ａ
．
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
は
、
刻
工
名
・
帖
末
刻
板
数
・
帖
末
釋
音
・
捨
銭
刊
記
・
総

字
数
・
帖
末
記
文
の
宋
版
刻
記
を
引
き
継
ぐ
か
否
か
。
宋
版
刻
記
が
有
る
場
合
は
、
ど

の
宋
版
の
も
の
か
。（
前
稿
（
一
））

Ｂ
．
経
本
文
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
の
底
本
を
特
定
す
る
。（
前

稿
（
二
））

　

右
の
検
討
か
ら
、
鎌
倉
後
期
刊
刻
春
日
版
五
部
大
乗
経
の
底
本
は
、
次
の
よ
う
に
推
定
さ

れ
た
。『

大
般
涅
槃
経
』―

東
禅
寺
版
補
刻
本
。

『
大
般
涅
槃
経
後
分
』『
大
方
広
仏
華
厳
経
』『
大
方
等
大
集
経
（
日
蔵
経
・
月
蔵
経
を

含
む
）』『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』―

思
渓
版
。

　

右
以
外
の
五
部
大
乗
経
所
収
仏
典
は
、
日
本
古
写
経
系
本
文
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
ろ
う

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　

第
二
部　

第
六
六
号　

二
〇
一
七　

二
五
二

－

二
六
〇

（
前
稿
（
二
）、
参
照
）。

　

本
稿
の
目
的
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

Ｃ
．
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
の
釋
音
本
文
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
底
本
を
特
定
す
る
。

Ｄ
．
宋
版
に
基
づ
く
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
に
も
、
春
日
版
独
自
の
点
は
無
い
か
。
有
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
何
か
。

　

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
本
稿
の
対
象
資
料
も
、
前
稿
同
様
、
左
の
も
の
で
あ
る
。

【
春
日
版
五
部
大
乗
経
】

　
　

愛
媛
県
伊
予
郡
砥
部
町
光
明
寺
蔵
本
、
滋
賀
県
大
津
市
北
小
松
樹
下
神
社
蔵
本
。

【
宋
版
一
切
経
】

　
　

東
禅
寺
版
、
東
禅
寺
版
補
刻
本
、
開
元
寺
版
、
思
渓
版
。

  

研
究
対
象
と
研
究
方
法
の
詳
細
は
、
前
稿
を
御
覧
頂
き
た
い
。

二
、
釋
音
本
文
の
比
較
に
よ
る
底
本
の
検
討

　

以
下
、
春
日
版
と
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
の
釋
音
を
比
較
す
る
。

　

宋
版
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
経
典
の
内
、『
大
般
涅
槃
経
』『
大
方
広
仏
華
厳
経
』『
仁

王
般
若
波
羅
蜜
経
』『
仏
垂
般
涅
槃
略
説
教
誡
経
』
の
春
日
版
に
は
、帖
末
釋
音
が
存
し
な
い
。

そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、『
大
般
涅
槃
経
後
分
』『
大
方
等
大
集
経
』『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』

お
よ
び
『
梵
網
経
』
の
釋
音
に
つ
い
て
、
宋
版
一
切
経
の
そ
れ
と
比
較
す
る
。

　

右
の
う
ち
、『
大
般
涅
槃
経
後
分
』『
大
方
等
大
集
経
』『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
底
本
は
、
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宋
版
一
切
経
思
渓
版
で
あ
る
こ
と
が
、前
稿
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

双
方
の
帖
末
釋
音
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
点
を
さ
ら
に
明
確
に
し
た
い
。

　

そ
も
そ
も
、
中
国
版
本
一
切
経
に
お
い
て
右
の
諸
経
典
に
帖
末
釋
音
を
置
く
の
は
、
思
渓

版
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
は
、
釋
音
を
函
ご
と
に
ま
と
め
、
単
独
一

帖
の
釋
音
帖
と
す
る
。

（
１
）

よ
っ
て
、
釋
音
本
文
の
比
較
を
す
る
ま
で
も
な
く
、
釋
音
を
帖
末
に

置
く
点
の
み
か
ら
、
春
日
版
釋
音
の
出
典
は
思
渓
版
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
、
と
思
わ
れ

る
か
も
知
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
春
日
版
『
梵
網
経
』
は
、
宋
版
一
切
経
以
外
の
本
文
に
依
拠
す
る
こ
と
が
、

経
本
文
の
比
較
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
（
前
稿
（
二
））。
そ
の
春
日
版
『
梵
網
経
』
に
も
、
宋

版
一
切
経
釋
音
と
同
様
の
釋
音
が
付
随
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
他
経
に
つ
い
て
も
、
経
本
文
と
は
別
の
釋
音
を
、
本
文
に
続
け
て
彫
る
可

能
性
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
の
単
独
釋
音
帖
釋
音
を
、
春
日
版

の
当
該
巻
末
に
付
す
こ
と
も
あ
り
う
る
。

　

右
の
よ
う
な
事
情
が
存
す
る
た
め
、
経
本
文
と
釋
音
と
を
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
を

行
な
う
必
要
が
存
す
る
。
本
稿
で
、
春
日
版
と
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
そ
れ
ぞ
れ

の
釋
音
の
比
較
を
行
な
う
所
以
で
あ
る
。

　

１
．『
大
般
涅
槃
経
後
分
』

  

本
経
巻
上
は
、
光
明
寺
蔵
本
が
帖
末
欠
損
の
た
め
、
樹
下
神
社
蔵
春
日
版
五
部
大
乗
経
を

用
い
る
。
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
は
、
函
別
に
別
帖
と
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
釋
音
帖
の
当

該
箇
所
を
対
照
し
た
。
所
在
は
、
春
日
版
の
巻
と
釋
音
の
行
数
で
示
す
。〈　

〉
内
は
割
注

で
あ
る
（
割
注
内
の
改
行
を
示
す
こ
と
は
省
略
す
る
）。
東
禅
寺
版
と
開
元
寺
版
と
は
、
ほ

ぼ
全
同
で
あ
る
た
め
、
同
一
欄
に
記
し
、
開
元
寺
版
が
東
禅
寺
版
と
異
な
る
場
合
に
の
み
、・

の
後
に
開
元
寺
版
釋
音
を
記
す
。
以
下
、
同
じ
。

所
在
巻
行　

春
日
版

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版

 

思
渓
版

　

上
１ 

溺
〈
奴
迪
切
〉

淪
溺
〈
下
奴
的
反―

―

況
没
也
〉

（
同
）

　

上
１ 　

／

惟
忖
〈
下
七
本
反
思―

〉

（
同
）

　

上
１ 

軀
〈
去
迂
切
〉

碎
軀
〈
上
蘓
對
反
下
丘
倶
反
身
也
〉

（
同
）

　
（
中
略
）

　

下
１ 

擎
〈
渠
京
切
〉

        

／

（
同
）

　

下
１ 　

／

繒
蓋
〈
上
疾
陵
反
帛
之

名
〉

（
同
）

　

下
１ 　

／

繽
紛
〈
上
疋
賓
反
下
芳
文
反―

―

墜
落
皃
〉

（
同
）

　

下
１ 

懊
〈
烏
皓
切
〉

        

／

（
同
）

　

下
１ 

〈
於
禁
切
〉 

咽
〈
上
音
陰
下
一
結
反
〉

（
同
）

　
（
以
下
略
）

　

本
経
の
春
日
版
・
思
渓
版
帖
末
釋
音
は
、
上
巻
・
下
巻
各
三
行
の
簡
略
な
も
の
で
あ
る
。

春
日
版
釋
音
の
掲
出
字
は
す
べ
て
単
字
で
あ
り
、
注
は
大
部
分
音
注
で
あ
っ
て
、
そ
の
反
切

を
○
○
切
と
す
る
。
思
渓
版
も
同
然
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
本
経
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
釋
音
は
、
上
巻
二
十
四
行
・
下
巻
十
二
行
と

詳
し
い
。
被
注
字
を
熟
字
で
掲
げ
、
反
切
は
○
○
反
と
し
、
義
注
も
付
す
。
東
禅
寺
版
・
開

元
寺
版
の
釋
音
は
、
掲
出
字
・
注
文
と
も
全
同
で
あ
る
。

　

本
経
に
お
け
る
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
の
釋
音
が
、
宋
版
一
切
経
附
載
釋
音
の
一
般
的
な

形
式
で
あ
る
。
春
日
版
・
思
渓
版
で
も
、
他
経
で
は
本
経
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
の
形
式
を

採
っ
て
い
る
（
左
の
『
大
方
等
大
集
経
』
釋
音
、
参
照
）。

　

右
の
と
お
り
、
春
日
版
の
本
経
釋
音
は
、
思
渓
版
釋
音
と
完
全
に
一
致
し
、
東
禅
寺
版
・

開
元
寺
版
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

よ
っ
て
、
春
日
版
『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
の
帖
末
釋
音
は
、
思
渓
版
釋
音
に
依
拠
し
た
も

の
で
あ
る
。『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
が
思
渓
版
に
基
づ
く
と
い
う
結
果
は
、
前
稿
に
お
け
る

刻
記
お
よ
び
経
本
文
の
検
討
結
果
と
同
一
で
あ
る
。

　

２
．『
大
方
等
大
集
経
』

　

右
と
同
様
に
、
春
日
版
『
大
方
等
大
集
経
』
で
帖
末
釋
音
が
存
す
る
巻
の
う
ち
、
第
一
・
三

〜
十
（
巻
第
二
は
「
不
出
字（

２
）音
」）
の
諸
本
釋
音
の
異
同
例
を
示
す
。

所
在
巻
行　
　

春
日
版

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版

 

思
渓
版

①
一
６ 

咳
〈
上
（
略
）
正
作
聲
〉

咳
〈
上
（
略
）
正
作
謦
〉

咳
〈
上
（
略
）
正
作
謦
〉

②
三
４ 

手
釧
〈
下
昌
戀
反
〉

手

〈
下
亦
作
釧
昌
戀
反
〉
（
同
）

③
五
５ 

徑
〈
古
定
『―

路
『
反
〉
〈
古
定
反
『―

路
〉

（
同
）

④
八
１ 
害
〈
上
音
遶
『
㑎㑎
也
〉

害
〈
上
音
遶
『
惱
也
〉

害
〈
上
音
遶
『
惱
也
〉

⑤
八
３      
／

﹇
印
の
異
体
字
﹈〈
印
字
〉
（
同
）

⑥
八
６      
／

䆤䆤
〈
穿
字
〉

（
同
）

⑦
八
７ 

柔
濡
〈
下
正
〉

柔
濡
〈
下
正
／
作
軟
〉

柔
濡
〈
下
正
／
作
軟
〉
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⑧
九
１ 

羸
〈
力
乘
反
〉

羸
〈
力
垂
反
〉

羸
〈
力
垂
反
〉

⑨
九
２ 

陶
師
〈
上
音
杶
（
略
）〉

陶
師
〈
上
音
桃
（
略
）〉

（
同
）

　

右
が
、
本
経
釋
音
の
本
文
異
同
の
す
べ
て
で
あ
る
。
（
３
）

　

右
①
④
⑦
⑧
は
、
春
日
版
の
誤
刻
で
あ
る
。
④
は
、
思
渓
版
が
忄
偏
の
右
一
点
を
省
略
し

た
た
め
、
春
日
版
が
人
偏
と
し
て
彫
っ
た
も
の
で
あ
る
。
⑦
で
は
、
春
日
版
の
板
木
が
欠
損

し
て
い
た
も
の
か
、
割
書
二
字
の
み
の
最
終
行
が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
。

　

右
四
例
以
外
は
、
春
日
版
と
思
渓
版
の
釋
音
は
、
完
全
に
一
致
す
る
。
思
渓
版
が
東
禅
寺

版
・
開
元
寺
版
の
字
体
注
を
本
行
に
組
み
込
め
ば
、春
日
版
も
そ
の
通
り
に
す
る
（
②
⑤
⑥
）。

ま
た
、
③
で
「
古
定
反
」
の
反
切
で
あ
る
こ
と
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
⑨
「
音
桃
」

を
「
音
杶
」
と
誤
る
の
も
、
春
日
版
が
思
渓
版
に
依
拠
し
た
た
め
で
あ
る
。

  

右
の
如
く
、
本
経
『
大
方
等
大
集
経
』
釋
音
で
も
、
春
日
版
は
思
渓
版
を
下
敷
き
に
し
て

い
る
。
巻
第
十
一
以
降
も
、
同
様
で
あ
る
。

  

こ
れ
も
、
前
稿
に
お
け
る
刻
記
お
よ
び
経
本
文
の
底
本
検
討
結
果
と
同
じ
で
あ
る
。

　

３
．『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』

　
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
に
お
い
て
も
、
春
日
版
に
帖
末
釋
音
が
見
ら
れ
る
巻
第

十
一
・
十
三
〜
二
十
の
九
帖
に
つ
い
て
、
諸
本
を
対
照
し
た
。

（
４
）

所
在
巻
行　
　

春
日
版

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版

 
思
渓
版

①
十
四
３ 

疲
苦
〈
上
音
皮―

之
〉

疲
苦
〈
上
音
皮―

乏
〉

疲
苦
〈
上
音
皮―

乏
〉

②
十
四
４ 〈
青
蓮
花
黛
〈
云
青
『
花
〉〉〈
青
蓮
花
〈
一
云
青
『
黛
花
〉〉・

〈
青
蓮
花
又
云
青
黛
『
花
〉

〈
青
蓮
花〈　

云
青『
黛
花
〉〉

　

十
五
１ 　

／

逕
耳
〈
上
正
作
經
〉

（
同
）

　

十
五
４ 

輕
蔑
〈
下
莫
結
反
陵―

也

山
作
襪
〉

輕
蔑
〈
下
莫
結
反
陵―

也
正

作
襪
〉

（
同
）

　

十
六
１ 

獵
〈
二
同
良
葉
反
（
略
）〉

獵
〈
二
同
良
輙
反
（
略
）〉
（
同
）

③
十
八
１ 

翅
〈
音
施
去　

翼
也
〉

翅
〈
音
施
去―

翼
也
〉

翅
〈
音
施
去―

翼
也
〉

④
二
十
２ 

潜
伏
〈
上
昨
盖
反
（
略
）〉

潜
伏
〈
上
昨
塩
反
（
略
）〉

潜
伏
〈
上
昨
塩
反
（
略
）〉

　

二
十
２ 

級
其
〈
者
也
〉

級
其
〈
斬
也
〉

（
同
）

　

右
の
う
ち
、
春
日
版
と
の
不
一
致
例
①
④
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
が
す
べ

て
一
致
し
て
い
な
が
ら
、春
日
版
だ
け
が
異
な
る
。し
た
が
っ
て
、春
日
版
の
誤
刻
で
あ
ろ
う
。

④
は
、
思
渓
版
の
画
が
欠
け
て
お
り
、「
盖
」
の
ご
と
く
に
見
え
る
た
め
に
起
き
た
誤
り
で

あ
ろ
う
。
③
は
、
春
日
版
が
、
底
本
の
「―

」
を
落
と
し
た
例
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
底
本

で
は
刷
り
が
不
鮮
明
で
あ
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

②
の
春
日
版
注
文
「
青
蓮
花
黛
〈
云
青
『
花
〉」
は
、
意
味
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応

す
る
東
禅
寺
版
は
、
掲
出
字
「
漚
鉢
」
の
注
文
中
、「
青
蓮
花
」
に
続
く
注
文
を
割
書
に
す

る
。
同
一
箇
所
を
、
開
元
寺
版
は
、
割
書
に
す
る
こ
と
な
く
、
続
け
て
い
る
。

（
５
）

そ
の
違
い
は

あ
る
も
の
の
、
当
該
箇
所
は
、「
青
蓮
花
」
を
「
青
黛
花
」
と
も
言
う
こ
と
を
注
し
て
い
る
。

思
渓
版
は
、
東
禅
寺
版
「
一
云
」・
開
元
寺
版
「
又
云
」
の
「
一
」・「
又
」
を
落
と
し
て
空

白
と
す
る
。
春
日
版
の
「
青
蓮
花
黛
〈
云
青
『
花
〉」
は
、
思
渓
版
の
空
白
を
詰
め
、
次
行

頭
の
「
黛
」
を
本
行
に
組
み
込
ん
だ
例
で
あ
る
、
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
事
例
は
、
思
渓
版
に

依
ら
な
い
限
り
、
生
じ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
に
お
い
て
も
、
春
日
版
は
思
渓
版
釋
音
に
基
づ

い
た
刻
版
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

  

本
経
も
、
前
稿
に
お
け
る
刻
記
お
よ
び
経
本
文
の
底
本
検
討
結
果
に
等
し
い
。

　

４
．『
梵
網
経
』

　

は
じ
め
に
記
し
た
と
お
り
、
春
日
版
『
梵
網
経
』
本
文
は
、
宋
版
を
底
本
と
し
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
春
日
版
『
梵
網
経
』
巻
下
帖
末
に
は
、
釋
音
が
存
す
る
。

　

宋
版
一
切
経『
梵
網
経
』釋
音
の
内
容
は
、東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
に
異
同
が
な
い
。

　

し
か
し
、東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
釋
音
末
の「
折
骨〈
上
先
撃
反
〉」を
、春
日
版
は「
折
骨〈
上

先　

反
〉」
と
、
一
字
分
空
白
に
す
る
。
こ
れ
は
、
思
渓
版
で
の
反
切
下
字
「
撃
」
が
摩
滅

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
春
日
版
釋
音
は
思
渓
版
の
帖
末
釋
音
に
基
づ
く
と
判
断
さ
れ
る
。

　

以
上
、
帖
末
釋
音
本
文
の
比
較
か
ら
も
、
宋
版
に
基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
経
典
の
内
、『
大

般
涅
槃
経
後
分
』『
大
方
等
大
集
経
（
日
蔵
経
・
月
蔵
経
を
含
む
）』『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』

が
思
渓
版
に
基
づ
く
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

　

た
だ
し
、『
梵
網
経
』
の
経
本
文
が
宋
版
に
基
づ
か
な
い
こ
と
は
、
前
稿
（
二
）
で
述
べ

た
と
お
り
で
あ
る
。
春
日
版
『
梵
網
経
』
は
、
そ
の
巻
下
巻
末
に
、
宋
版
思
渓
版
の
釋
音
を

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
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三
、
春
日
版
と
底
本
宋
版
と
の
相
違
点

　
　
　
　

―

春
日
版
の
削
除
・
追
加
・
改
変―

　

前
稿
（
一
）
に
掲
げ
た
、
春
日
版
に
見
ら
れ
る
宋
版
の
捨
銭
刊
記
・
刻
工
名
・
帖
末
刻
板

数
等
は
、
底
本
宋
版
に
存
す
る
も
の
の
ご
く
一
部
を
反
映
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
は
春

日
版
の
開
版
と
は
無
関
係
な
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
で
あ
る
。

　

ま
た
、
前
稿
（
二
）
に
記
し
た
ご
と
く
、
春
日
版
五
部
大
乗
経
の
経
本
文
は
、
底
本
と
し

た
宋
版
の
完
全
覆
刻
本
で
は
な
い
。

　

そ
の
他
、
春
日
版
五
部
大
乗
経
は
、
宋
版
を
底
本
と
す
る
諸
経
に
お
い
て
も
、
以
下
の
点

で
、
底
本
の
宋
版
と
異
な
る
。

　

１
．
一
板
の
行
数

　

宋
版
一
切
経
の
東
禅
寺
版
お
よ
び
開
元
寺
版
は
、
六
行
の
纏
ま
り
六
つ
計
三
十
六
行
一
板

を
基
本
と
す
る
。

　

し
か
し
、
宋
版
思
渓
版
は
、
六
行
の
纏
ま
り
五
つ
、
計
三
十
行
を
一
板
と
す
る
の
が
基
本

で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
思
渓
版
に
お
い
て
も
、
第
一
秩
千
字
文
天
よ
り
始
ま
る
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』

巻
第
一
〜
巻
第
二
百
二
十
ま
で
、お
よ
び
、千
字
文
坐
（
第
百
五
帙
）
よ
り
始
ま
る
旧
約
『
大

方
広
仏
華
厳
経
』
全
六
十
巻
は
、
一
板
六
面
三
十
六
行
で
あ
る
。

（
６
）

  

春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
は
、
比
較
的
多
く
の
経
典
底
本
と
し
た
思
渓
版
に
お
け
る
主

た
る
版
式
で
あ
る
一
板
五
面
三
十
行
に
従
わ
ず
、
全
経
等
し
く
、
六
行
の
纏
ま
り
六
つ
計

三
十
六
行
で
一
板
を
成
す
。

　

こ
れ
は
、
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

　

今
、
春
日
版
が
底
本
と
し
た
宋
版
経
典
を
、
一
板
の
版
式
に
よ
っ
て
ま
と
め
る
と
、
左
の

ご
と
く
に
な
る
。

〈
一
板
六
面
・
全
三
十
六
行
〉

　
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
六
十
巻
（
思
渓
版
）

　
『
大
般
涅
槃
経
』
四
十
巻
（
東
禅
寺
版
補
刻
本
）

〈
一
板
五
面
・
全
三
十
行
〉

　
『
大
方
等
大
集
経
（
日
蔵
経
・
月
蔵
経
を
含
む
）』
五
十
巻
（
思
渓
版
）

　
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
三
十
巻
（
思
渓
版
）

　
『
大
般
涅
槃
経
後
分
』
二
巻
（
思
渓
版
）

　

右
の
よ
う
に
、
一
板
六
面
・
全
三
十
六
行
の
経
が
百
巻
、
一
板
五
面
・
全
三
十
行
の
経
が

八
十
二
巻
で
、
巻
の
総
数
で
は
一
板
六
面
・
全
三
十
六
行
版
式
が
勝
る
。
春
日
版
は
、
底
本

と
し
た
宋
版
中
に
多
く
の
帖
を
占
め
る
版
式
に
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
ま
い
か
。

　

２
．
版
面
の
大
き
さ 

　

文
字
面
の
大
き
さ
を
測
っ
て
み
る
。

　

東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
お
よ
び
一
板
六
面
の
思
渓
版
は
、
一
板
六
面
の
文
字
面
横
は
、
約

六
十
六
㎝
で
あ
る
。
字
面
高
は
、
約
二
十
五
㎝
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
一
板
六
面
の
春
日
版
は
、
文
字
面
幅
約
六
十
㎝
、
字
面
高
は
約
二
十
三

㎝
で
、
宋
版
よ
り
も
小
ぶ
り
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
は
、
宋
版
の
被
せ
彫
り
や
、
敷
き
写
し
の
本
文
に
基

づ
く
製
板
で
は
な
い
。

　

３
．
紙
長

  

春
日
版
の
一
紙
長
は
、
約
四
二
㎝
で
あ
る
。
（
７
）

紙
の
継
ぎ
目
に
文
字
が
跨
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
紙
を
継
い
で
か
ら
印
刷
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
宋
版
は
、
板
毎
に
一
板
一
紙
で
印
刷
す
る
た
め
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺

版
お
よ
び
思
渓
版
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
の
一
紙
（
一
板
六
面
）
は
七
十
㎝
弱
、『
大
方
広

仏
華
厳
経
』
以
外
の
思
渓
版
（
一
板
五
面
）
は
五
十
六
㎝
程
度
で
あ
り
、春
日
版
と
異
な
る
。

　

４
．
天
地
の
界
線

　

本
稿
の
対
象
と
し
た
春
日
版
五
部
大
乗
経
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
・
思
渓
版
の
宋
版

一
切
経
に
存
す
る
天
地
の
界
線
を
一
切
引
か
な
い
。
こ
の
点
は
、
平
安
後
期
以
降
の
伝
統
的

な
春
日
版
の
書
式
を
継
承
し
て
い
る
。

　

５
．
内
題
・
尾
題
下
の
千
字
文

　

宋
版
一
切
経
は
、
内
題
・
尾
題
下
に
千
字
文
号
が
彫
ら
れ
る
こ
と
が
、
特
徴
の
一
つ
で
あ

る
。
宋
版
に
基
づ
く
日
本
古
写
経
も
、
そ
の
千
字
文
を
写
す
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
底
本
推

定
の
手
が
か
り
と
な
る
。

（
８
）

　

春
日
版
五
部
大
乗
経
も
、
底
本
宋
版
の
千
字
文
を
写
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
も
と
の
千
字
文
を
梵
字
に
変
更
し
た
帖
が
存
す
る
。

（
９
）

─ 257 ─
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春日版『五部大乗経』の底本とされた宋版一切経（三）
―　釋音の比較による検討と宋版との相違点　―

　

６
．
柱
刻

  
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
は
、
前
記
の
如
く
、
一
板
三
十
六
行
か
ら
成
る
。

  
そ
の
一
板
に
、
必
ず
一
行
の
柱
刻
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
柱
刻
は
第
一
の
纏
ま
り
（
第

一
面
）
と
第
二
の
纏
ま
り
（
第
二
面
）
と
の
間
（
六
行
目
と
七
行
目
と
の
間
）
に
彫
ら
れ
る

の
が
原
則
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
東
禅
寺
版
・
開
元
寺
版
と
一
致
し
、
思
渓
版
と
は
異
な
る
。

　

以
下
、
春
日
版
の
柱
刻
と
底
本
宋
版
の
そ
れ
と
を
、
経
ご
と
に
比
較
し
て
み
る
。

○
『
大
般
涅
槃
経
』

  

左
に
、
春
日
版
と
東
禅
寺
版
（
書
陵
部
蔵
補
刻
本
）
と
に
お
け
る
、『
大
般
涅
槃
経
』
の
巻

第
六
〜
十
五
（
光
明
寺
蔵
巻
第
一
〜
五
欠
帖
の
た
め
）
第
二
板
の
柱
刻
を
掲
げ
る
。
第
一
板

の
柱
刻
は
、
し
ば
し
ば
省
略
さ
れ
る
た
め
、
第
二
板
の
柱
刻
を
比
較
す
る
。

巻

春
日
版

東
禅
寺
版
（
書
陵
部
蔵
補
刻
本
）

六

　
　

六　
　
　

二

迩　

六
巻　
　

二　
　

中

七

　
　

七
巻　
　

二

迩　

七
巻　
　

二

八

　
　

八　
　
　

二

迩　

八
巻　
　

二　
　

僧　

崇
珩
捨　

賜
刀

九

　
　

九　
　
　

二

迩　

九
巻　
　

二　
　

仲

十

　
　

十　
　
　

二

迩　

十
巻　
　

二　
　

建
府
劉
穗
爲
母
親
黄
四
娘
捨

十
一
　
　

一　
　
　

二

壹　

一
巻　
　

二　
　

文

十
二

壹　

十
二
巻　

二

壹　

十
二
巻　

二　
　

南
剱
州
福
興
禅
院
尼
膳
海
捨
五
片　

仁

十
三
　
　

三
巻　
　

二

壹　

十
三
巻　

二　
　
【
住
神
光
宗
浩
捨

十
四
　
　

四
巻　
　

二

壹　

肆
巻　
　

貳　
　

澤

十
五

壹　

五
巻　
　

二

壹　

五
巻　
　

二　
　

戊
子　

傑

　

右
の
如
く
、
春
日
版
の
柱
刻
は
、
東
禅
寺
版
の
刻
工
名
・
捨
銭
記
等
を
省
略
し
、
簡
略
化

し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

○
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』

　

春
日
版
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
も
、
一
板
三
十
六
行
ご
と
に
、
第
六
行
と
第
七
行
と
の
間

に
、「
坐　

花
嚴
巻
一　

二
」（
第
一
巻
第
二
板
）
の
如
く
、
柱
刻
を
彫
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
底
本
の
思
渓
版
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
も
、
一
紙
六
面
を
基
本
と
す
る
。

　

し
か
し
、
原
則
と
し
て
第
七
紙
に
、
五
面
の
一
紙
を
挟
む
。

（
１
０
）各
板
柱
刻
は
、
五
面
の
一
紙

ま
で
は
、
第
一
面
と
第
二
面
と
の
間
に
彫
ら
れ
る
。
五
面
一
紙
の
次
紙
（
希
に
そ
の
五
面
一

紙
）
以
降
は
、
紙
端
ま
た
は
第
二
面
と
第
三
面
と
の
間
に
柱
刻
が
移
動
す
る
。

（
１
１
）こ

の
点
、
春

日
版
の
よ
う
に
一
様
で
は
な
い
。

○
『
大
方
等
大
集
経
』

　

本
経
で
も
、
底
本
思
渓
版
『
大
方
等
大
集
経
』
の
柱
刻
は
、
五
面
一
紙
の
右
端
に
彫
ら
れ
、

紙
継
ぎ
で
下
側
に
さ
れ
る
た
め
、
表
面
か
ら
は
見
え
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
春
日
版
『
大
方
等
大
集
経
』
は
、
三
十
六
行
に
一
つ
の
柱
刻
を
、
第
六

行
と
第
七
行
と
の
間
に
、
終
始
刻
し
て
い
る
。

（
１
２
）

○
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』

　
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
は
、
巻
第
一
〜
第
十
の
各
巻
第
二
紙
の
柱
刻
を
、
底
本
思
渓
版

柱
刻
お
よ
び
磧
砂
版
の
そ
れ
と
対
照
し
て
示
す
。

巻

春
日
版

思
渓
版

磧
砂
版

一

一　

一　
　

二

薑　

巻
一　

二　
　

嚴
氏

　
　

摩
訶
一　

二

二

一　

二　
　

二

薑　

二
巻　

二　
　

于

姜　

摩
訶
二　

二　

義

三

一　

三
巻　

二

薑　

三
巻　

二　
　

盧

薑　

摩
訶
三　

二

四

一　

四　
　

二

薑　

般
若　

四
巻　

二　

牛
志

　
　
　

訶
四　

二　

游

五

薑　

五　
　

二

薑　

五
巻　

二

姜　

摩
訶
五　

二　

徒

六

一　

六　
　

二

薑　

六
巻　

二　
　

盧

薑　

摩
訶
六　

二　

有

七
　
　

七　
　

二

薑　

七
巻　

二

薑　
　

訶
七　

二

八
　
　

八
巻　

二

薑　

八
巻　

二　
　

盧

薑　

摩
訶
八　

二

九
　
　

九　
　

二

薑　

九
巻　

二

姜　

摩
訶
九　

二

十
　
　

十
巻　

二

薑　

十
巻　

二　
　

賓

　
　

／

　

右
の
通
り
、
本
経
に
お
い
て
も
、
春
日
版
の
柱
刻
は
、
底
本
思
渓
版
の
そ
れ
を
参
照
し
つ

つ
簡
略
化
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
思
渓
版
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
で
は
、
巻
第
一
〜
巻
第
十
ま
で
は
、
一
板
六

行
五
面
（
全
三
十
行
）
ご
と
に
、
第
一
面
と
第
二
面
と
の
間
と
、
第
二
面
と
第
三
面
と
の
間

と
に
、
交
互
に
柱
刻
が
現
わ
れ
る
。

（
１
３
）こ

れ
は
、
柱
刻
が
帖
装
の
山
と
な
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
の
工
夫
で
あ
る
。

（
１
４
）

　

そ
し
て
、
思
渓
版
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
十
一
〜
三
十
ま
で
は
、
紙
の
右
端
に
柱

刻
が
存
す
る
た
め
、
紙
継
ぎ
に
よ
っ
て
柱
刻
は
見
え
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
春
日
版
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
柱
刻
は
、
六
行
の
纏
ま
り
六
つ
（
一

板
三
十
六
行
）
に
一
つ
の
柱
刻
が
、
第
六
行
と
第
七
行
と
の
間
に
全
三
十
巻
一
貫
し
て
彫
ら

れ
て
い
る
。
思
渓
版
の
柱
刻
が
表
面
か
ら
見
え
な
い
巻
第
十
一
以
降
も
、
春
日
版
で
は
一
板

三
十
六
行
に
一
つ
の
柱
刻
が
刻
ま
れ
る
。

（
１
５
）
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佐々木　勇

  
よ
っ
て
、
春
日
版
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
柱
刻
も
、
思
渓
版
の
形
式
を
参
照
し
つ
つ
、

独
自
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
春
日
版
五
部
大
乗
経
の
柱
刻
は
、
本
稿
の
対
象
と
し
た
す
べ
て
の
経
典
に
お
い
て
、

原
則
と
し
て
、
一
板
六
面
・
一
面
六
行
の
第
一
面
と
第
二
面
と
の
間
に
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
１
６
）そ

の
柱
刻
は
、
東
禅
寺
版
や
思
渓
版
の
柱
刻
を
参
考
に
し
、
五
部
大
乗
経
内
で
統
一
的
に
簡
略

化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

７
．
帖
末
刻
板
数

　

右
の
刻
工
名
等
と
同
じ
く
、
春
日
版
五
部
大
乗
経
に
、
底
本
宋
版
の
帖
末
板
数
を
そ
の
ま

ま
彫
っ
た
も
の
が
有
る
（
前
稿
、
参
照
）。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
宋
版
と
春

日
版
と
で
は
版
式
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
宋
版
の
帖
末
板
数
は
、
春
日
版
の
実
板
数
と
一
致

し
な
い
場
合
が
有
る
。

　

そ
の
た
め
、
中
に
は
、
宋
版
の
板
数
で
は
な
く
、
春
日
版
の
実
質
板
数
を
刻
し
た
も
の
が

有
る
。

　

例
え
ば
、
一
板
六
面
で
通
さ
れ
て
い
る
春
日
版
『
大
方
等
大
集
経
』
巻
第
十
五
は
、
春
日

版
の
最
終
板
数
「
十
九
」
を
帖
末
に
刻
す
。
こ
の
帖
末
板
数
「
十
九
」
は
、
思
渓
版
当
該

帖
に
は
見
ら
れ
な
い
。
一
板
五
面
三
十
行
の
思
渓
版
『
大
方
等
大
集
経
』
巻
第
十
五
は
、
全

二
十
二
板
で
あ
る
。

　

８
．
巻
末
刊
記

　

春
日
版
が
底
本
と
し
た
東
禅
寺
版
『
大
般
涅
槃
経
』
に
題
記
は
存
し
な
い
。
し
か
し
、
巻

末
刊
記
は
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
春
日
版
は
、
こ
の
「
勸
首
住
持
傳
法
慧
空
大
師　

沖
真
」

等
の
巻
末
刊
記
を
ま
っ
た
く
彫
っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
末
刊
記
は
、
東
禅
寺
版
に
お
い
て
も
、
醍
醐
寺
蔵
本
と
書
陵
部

蔵
補
刻
本
と
で
は
、
差
が
あ
る
。

　

醍
醐
寺
蔵
本
は
、
全
四
十
巻
の
う
ち
、
巻
第
三
十
三
・
第
三
十
九
の
二
巻
が
欠
帖
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
三
十
八
帖
中
二
十
三
の
帖
末
に
巻
末
刊
記
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
書
陵
部
蔵
補
刻
本
東
禅
寺
版
『
大
般
涅
槃
経
』
で
は
、
全
四
十
巻
中
、
二

巻
に
し
か
巻
末
刊
記
が
存
し
な
い
。
書
陵
部
蔵
補
刻
本
東
禅
寺
版
『
大
般
涅
槃
経
』
は
、
板

木
に
存
す
る
巻
末
刊
記
を
摺
り
出
さ
な
い
よ
う
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

春
日
版
『
大
般
涅
槃
経
』
本
文
は
、
こ
の
補
刻
本
東
禅
寺
版
に
基
づ
く
の
で
あ
っ
た
（
前

稿
参
照
）。
し
か
し
、
春
日
版
『
大
般
涅
槃
経
』
に
巻
末
刊
記
は
彫
ら
れ
て
い
な
い
。
二
巻

分
と
は
い
え
、
依
拠
本
に
存
し
た
刊
記
を
彫
ら
な
か
っ
た
の
は
、
意
図
的
な
所
為
で
あ
ろ
う
。

　

９
．
刻
工
名
・
捨
銭
刊
記
・
総
字
数
・
帖
末
釋
音

  

前
稿
で
、
底
本
推
定
の
手
が
か
り
と
し
た
刻
工
名
・
捨
銭
刊
記
・
総
字
数
等
の
宋
版
刻
記
も
、

宋
版
に
存
す
る
も
の
の
す
べ
て
を
春
日
版
が
彫
刻
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　

前
稿
（
一
）
で
は
、
春
日
版
に
彫
ら
れ
た
僅
か
な
宋
版
刻
記
を
頼
り
に
、
東
禅
寺
版
補
刻

本
あ
る
い
は
思
渓
版
に
基
づ
く
こ
と
を
推
定
し
た
。

　

そ
れ
ら
少
数
の
刻
記
が
、
な
ぜ
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
べ
て
を
削
除
し
よ
う
と
し
な

が
ら
も
、
そ
れ
が
徹
底
し
な
か
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
全
体
の
方
針
は
無
く
、
各
刻
工
に

よ
る
無
意
識
の
作
業
結
果
な
の
か
。
現
段
階
で
は
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

10
．
日
本
古
写
経
系
本
文
に
よ
る
校
合
・
改
訂

  

春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
は
、
依
拠
し
た
宋
版
本
文
に
よ
っ
て
製
版
し
た
後
、
日
本
古
写

経
系
の
本
文
に
よ
る
校
合
を
経
て
、
本
文
を
改
訂
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
稿

（
二
）
お
よ
び
佐
々
木
勇
「
春
日
版
「
五
部
大
乗
経
」
本
文
と
底
本
選
択
理
由
」（
国
際
仏
教

学
大
学
院
大
学
附
置
日
本
古
写
経
研
究
所
編
「
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
」
第
２
号
、

二
〇
一
七
年
三
月
）
に
具
体
的
に
記
し
た
。
そ
れ
ら
を
御
参
照
願
い
た
い
。

四
、
結
び  ―

春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
が
底
本
と
し
た
宋
版
一
切
経―

　

以
上
、「
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
の
底
本
と
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
」
と
題
し
、
三
回
に

分
け
て
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
拙
稿
は
、
鎌
倉
後
期
に
開
版
さ
れ
た
春
日
版
『
五
部

大
乗
経
』
の
底
本
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

　

そ
の
目
的
達
成
の
た
め
、
次
の
方
法
を
採
っ
た
。

１
．
春
日
版
に
見
ら
れ
る
刻
工
名
等
の
刻
記
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
を
宋
版
一
切
経
諸
本

の
刻
記
と
比
較
す
る
。（
前
稿
（
一
））

２
．
春
日
版
の
経
本
文
を
、
宋
版
一
切
経
諸
本
と
比
較
す
る
。（
前
稿
（
二
））

３
．
春
日
版
の
帖
末
釋
音
を
、
宋
版
一
切
経
諸
本
と
比
較
す
る
。（
本
稿
）

　

こ
れ
ら
の
比
較
の
結
果
、
そ
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
同
一
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
鎌
倉
後
期
開
版
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
の
う
ち
、『
大
般
涅
槃
経
』
は
東

禅
寺
版
補
刻
本
、『
大
般
涅
槃
経
後
分
』『
大
方
広
仏
華
厳
経
』『
大
方
等
大
集
経
（
日
蔵
経
・

月
蔵
経
を
含
む
）』『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
は
思
渓
版
に
基
づ
く
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。
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春日版『五部大乗経』の底本とされた宋版一切経（三）
―　釋音の比較による検討と宋版との相違点　―

　

ま
た
、
本
稿
で
は
、
宋
版
に
基
づ
く
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
に
春
日
版
独
自
の
点
は
無

い
か
。
有
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
何
か
。
と
い
う
問
題
を
設
定
し
、
春
日
版
と
そ
の
底
本
宋
版

と
の
相
違
点
を
、
十
項
目
に
亘
っ
て
指
摘
し
た
。
相
違
の
内
容
は
、
す
で
に
記
し
た
と
お
り

で
あ
る
。
春
日
版
は
、
底
本
と
し
た
宋
版
の
書
式
変
更
、
項
目
の
削
除
・
追
加
・
改
変
を
行

な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
春
日
版
は
、
経
本
文
に
お
い
て
も
、
底
本
の
宋
版
経
本
文
を
伝
統

的
な
古
写
経
本
文
に
よ
っ
て
改
変
し
て
い
る
。

（
１
７
）

　

さ
ら
に
、
前
稿
（
二
）
で
述
べ
た
と
お
り
、
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
に
は
、
宋
版
に
依

拠
し
な
か
っ
た
経
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
の
編
纂
時
に
、

隋
唐
写
経
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
基
づ
く
伝
統
的
な
日
本
古
写
経
と
宋
版
諸
本
と
を
対
照
さ
せ

た
、
底
本
選
定
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
本
文
検
討
を
経
て
取
り
込
ま
れ
た
宋
版
の
、
日
本
経
典
へ
の
影
響
は
、
決
し
て

小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

宋
版
一
切
経
の
移
入
は
、『
五
部
大
乗
経
』
に
つ
い
て
も
、
第
一
種
（
全
二
〇
五
巻
・

二
〇
九
巻
）
か
ら
第
二
種
（
全
二
〇
〇
巻
）
へ
の
転
換
を
、
鎌
倉
時
代
に
も
た
ら
し
た
。
こ

れ
は
、
日
本
古
写
経
系
か
ら
宋
版
系
へ
の
転
換
で
あ
る
。
本
稿
の
対
象
と
し
た
春
日
版
『
五

部
大
乗
経
』
は
、
こ
の
宋
版
系
へ
転
換
し
た
後
の
も
の
で
あ
る
。

（
１
８
）

　

し
か
し
、
編
成
転
換
後
の
第
二
種
（
全
二
〇
〇
巻
）『
五
部
大
乗
経
』
は
、
宋
版
一
切
経

か
ら
当
該
写
経
本
文
を
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。
古
来
八
巻
で
伝
え
ら
れ
て

き
た
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
、
宋
版
に
合
わ
せ
て
七
巻
仕
立
て
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
春

日
版
『
妙
法
蓮
華
経
』
は
、
字
形
も
書
写
体
で
あ
り
、
宋
版
を
模
し
た
版
心
記
も
存
し
な
い
。

『
妙
法
蓮
華
経
』
の
開
結
経
で
あ
る
『
無
量
義
経
』『
觀
普
賢
経
』
も
、
同
様
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
五
部
大
乗
経
中
、
宋
版
一
切
経
に
入
蔵
さ
れ
な
い
疑
経
『
像
法
決
疑
経
』
は
、
宋
版
に

依
る
べ
く
も
な
い
。

（
１
９
）

　

こ
の
全
経
典
の
精
髄
を
集
め
た
『
五
部
大
乗
経
』
の
刊
刻
に
あ
た
り
、
春
日
版
は
、
当
時

最
新
の
宋
版
に
基
づ
く
書
式
・
本
文
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
伝
来
古
写
経
本
文
を
も
活
か
し
た
。

こ
こ
に
、
日
本
文
化
の
継
承
と
展
開
の
精
神
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

【
注
】

（
１
）『
醍
醐
寺
蔵
宋
版
一
切
経
目
録
』（
二
〇
一
五
年
、
汲
古
書
院
）
等
、
参
照
。
な
お
、

開
寶
蔵
に
釋
音
が
存
し
た
も
の
か
否
か
は
、
残
存
資
料
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。

（
２
）「
不
出
字
音
」
は
、
宋
版
釋
音
に
彫
り
込
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
不
出
字
音
と
は
、「
釋

音
」
を
付
す
べ
き
漢
字
・
漢
語
が
無
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
当
該
巻
の
「
釋
音
」
は
無

い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
不
出
字
音
と
い
う
用
語
か
ら
、
釋
音
の
中
心
は
、
義
注
・
字

体
注
で
は
な
く
、
音
注
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

（
３
）
巻
第
四
・
六
・
七
・
十
の
釋
音
は
、
諸
本
全
同
で
あ
っ
た
。

（
４
）
前
稿
に
既
述
の
通
り
、
巻
第
十
二
は
思
渓
版
に
も
帖
末
釋
音
が
無
い
。
東
禅
寺
版
お

よ
び
開
元
寺
版
釋
音
帖
で
も
「
不
出
字
」
と
し
て
、
巻
第
十
二
に
は
釋
音
が
無
い
。

（
５
）
当
該
例
は
、
東
禅
寺
版
と
開
元
寺
版
の
釋
音
が
異
な
る
。
一
方
、
開
元
寺
版
に
出
版

が
遅
れ
る
思
渓
版
は
、
東
禅
寺
版
と
同
じ
く
、
割
書
と
し
て
い
る
。
思
渓
版
の
帖
末
釋
音

作
成
過
程
を
知
る
、
重
要
な
例
か
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）『
奈
良
県
大
般
若
経
調
査
報
告
書 

一 

本
文
篇
』『（
同
）　

資
料
篇
１
』（
一
九
九
二
年
、

奈
良
県
教
育
委
員
会
）、
牧
野
和
夫
「
関
於
宋
版
大
蔵
経
中―

"

一
版
五
半
葉
三
十
行"

版

片
的
考
察
」（「
藏
外
佛
教
文
献
」
第
十
四
輯
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）、
同
右
「
高
野
山
金

剛
峯
寺
蔵
『
四
分
律
蔵
』(

宋
版
大
蔵
経
ノ
内)

に
つ
い
て
」（「
か
が
み
」
第
四
十
二
号
、

二
〇
一
二
年
三
月
）、『
豊
山
長
谷
寺
拾
遺　

第
四
輯
之
一　

宋
版
一
切
経
』（
二
〇
一
一

年
）、
佐
々
木
勇
「
宋
版
一
切
経
思
渓
版
の
版
式
転
換 ―

一
紙
六
面
か
ら
一
紙
五
面
へ―

」

（「
い
と
く
ら
」
10
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）、
参
照
。

（
７
）
詳
し
く
は
、
土
居
聡
朋
「
愛
媛
県
伊
予
郡
砥
部
町
光
明
寺
所
蔵
・
版
本
五
部
大
乗
経

に
つ
い
て　

―

元
版
覆
刻
和
版
五
部
大
乗
経
の
一
事
例
と
し
て―

」（「
愛
媛
県
歴
史
文
化

博
物
館 

研
究
紀
要
」
第
十
二
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
８
）
佐
々
木 

勇
「
尊
氏
願
経
と
宋
版
一
切
経
思
渓
版
」（「M

useum

」659

、
二
〇
一
五

年
十
二
月
）、
同
「
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の
底
本
」（「
か
が
み
」
第
四
十
六
号
、

二
〇
一
六
年
三
月
）、
等
参
照
。

（
９
）
こ
の
点
は
、
注
（
７
）
土
居
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。

（
10
）
し
か
し
、
一
卷
第
二
・
五
・
八
・
九
・
十
二
・
十
四
・
十
九
で
は
第
八
紙
、
卷
第
三
・
四
・
七

で
は
第
九
紙
、
卷
第
六
・
十
七
・
二
十
・
二
十
一
・
二
十
四
で
は
第
十
紙
を
五
面
と
し
、
卷
第

十
五
・
二
十
二
で
は
五
面
の
一
紙
を
挟
ま
ず
、
卷
第
二
十
四
ま
で
は
安
定
し
な
い
。
ま
た
、

全
十
八
紙
の
巻
第
五
十
四
で
は
、
第
九
紙
を
五
面
と
す
る
。

（
11
）
こ
れ
は
、
柱
刻
が
帖
装
の
山
と
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
の
工
夫
で
あ
る
（
佐
々
木

勇
「
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
に
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
た
理
由
」（「
広
島
大
学
教
育
学

研
究
科
紀
要
」
第
二
部
第
63
号
。
二
〇
一
四
年
十
二
月
）、
参
照
）。
な
お
、
希
に
、
五
面

の
一
紙
以
降
も
第
一
面
と
第
二
面
と
の
間
に
柱
刻
を
彫
る
版
も
有
り
、
そ
の
紙
で
は
柱
刻

が
山
の
位
置
と
な
る
。
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佐々木　勇

（
12
）
思
渓
版
は
一
板
五
面
、
春
日
版
は
一
板
六
面
で
あ
る
た
め
、
柱
刻
は
一
致
し
な
い
。

た
と
え
ば
、『
月
蔵
経
』
巻
第
四
の
最
終
紙
は
、思
渓
版
で
は
第
十
六
板
（
柱
刻
に
「
十
六
」

と
見
ら
れ
る
）、
春
日
版
は
第
十
三
板
（
柱
刻
「
月　

十
三
」）
で
あ
る
。

（
13
）
た
だ
し
、
右
紙
端
・
紙
継
ぎ
位
置
の
柱
刻
も
混
じ
る
。
卷
第
十
一
は
、
す
べ
て
紙
継

ぎ
位
置
の
柱
刻
で
あ
る
。
ま
た
、第
五
面
と
第
六
面
と
の
間
に
存
す
る
柱
刻
も
見
ら
れ
る
。

（
14
）
佐
々
木
勇
「
宋
版
一
切
経
東
禅
寺
版
に
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
た
理
由
」（「
広
島

大
学
教
育
学
研
究
科
紀
要
」
第
二
部
第
63
号
。
二
〇
一
四
年
十
二
月
）、
参
照
。

（
15
）
中
間
に
五
面
の
一
紙
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
も
、
無
い
。
こ
れ
は
、
宋
版
と
異
な
り
、

春
日
版
の
紙
継
が
紙
の
折
目
と
一
致
し
な
い
た
め
、
紙
継
が
帖
装
の
片
側
に
偏
る
こ
と
が

無
く
、
紙
継
位
置
を
変
更
す
る
必
要
が
無
い
た
め
で
あ
る
。
春
日
版
五
部
大
乗
経
は
、
本

来
、
巻
子
装
で
あ
っ
た
。
春
日
版
五
部
大
乗
経
の
原
装
が
巻
子
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
川
瀬

一
馬
「
樹
下
神
社
蔵
佐
々
木
崇
永
開
版
の
大
般
若
経　

附
、
同
蔵
春
日
版
五
部
大
乗
経
ほ

か
」（「
か
が
み
」
第
二
十
号
、
一
九
七
六
年
三
月
）
等
、
参
照
。

（
16
）
ま
れ
に
、
第
五
面
と
第
六
面
と
の
間
に
柱
刻
が
見
ら
れ
る
板
も
存
す
る
。

（
17
）
詳
細
は
、
佐
々
木
勇
「
春
日
版
『
五
部
大
乗
経
』
本
文
と
底
本
選
択
理
由
」（
国
際
仏

教
学
大
学
院
大
学
附
置
日
本
古
写
経
研
究
所
編
「
日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
」
第
２

号
、
二
〇
一
七
年
三
月
刊
行
予
定
）
を
御
覧
頂
き
た
い
。

（
18
）
佐
々
木
勇
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
『
五
部
大
乗
経
』
構
成
経
の
転
換
に
見
ら
れ
る
宋

版
一
切
経
の
影
響
」（「
鎌
倉
遺
文
研
究
」
第
38
号
、
二
〇
一
六
年
十
月
）、
参
照
。

（
19
）
春
日
版
五
部
大
乗
経
中
の
『
像
法
決
疑
経
』
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
。
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春日版『五部大乗経』の底本とされた宋版一切経（三）
―　釋音の比較による検討と宋版との相違点　―

The South Song Dynasty Edition of the Buddhist Canon（宋版一切経）
Which Became Original Text of Kasuga Prints（春日版）

the Five Mahayana Sutras（五部大乗経） （３）
─　Comparison in Shakuon（釋音）, and the diff erence with Sung edition　─

Isamu Sasaki

Abstract : The Five Mahayana Sutras（Hoke-kyo（法華経 the Saddharma Pundariks Sutra）, 
Kegon-kyo（華厳経 the Avatamska Sutra）, Nehan-kyo（涅槃経）, Daijik-kyo（大集経）, Daibon 
hannya-kyo（大品般若経））were printed at Kofuku-ji（興福寺） in Nara.  Those were called 
Kasuga prints（春日版）.  Those were printed in the latter period in Kamakura era. The purpose 
of this thesis is to specify a dependence book of the Five Copies of Mahayana Sutras. The next 
things were found by this thesis.
１．A dependence book of Nehan-kyo（涅槃経）is Touzenji-ban hokokubon（東禅寺版補刻本）.
２．A dependence books of Kegon-kyo（華厳経）, Daijik-kyo（大集経）and Daibon hannya-kyo
（大品般若経）are Sikei-ban（思渓版）.

However, I also found out that the difference between Kasuga edition and the South Song 
Dynasty Edition of the Buddhist Canon. About this diff erence, I wrote it down in this article.

Key words: the South Song Dynasty Edition of the Buddhist Canon, the text of Kasuga prints, 
the Five Mahayana Sutras, the old copied sutras in Japan

キーワード：宋版一切経，春日版，五部大乗経，日本古写経
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